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※ 今週のアウトルック（3/22～3/25）

  先週は17日のFOMC政策金利の発表で、今後の利上げに関しあまり積極的な感触が伝わらず、

結果的にはドル売りが一段進む結果となりました。

　一方、クロス円は方向感のつかみずらい状況が続いています。

　今週もドル円、クロス円とも、方向感をつかむきっかけが見つけづらいように思います。

結果的には今週同様、小動きな展開になる可能性が高いように思います。

　ただ、米国の利上げ後退感などから上昇したNYダウが、下落に転じた場合は、

リスクオフ的な動きが出てくる可能性もあるように思います。

　先週のドル円は、FOMCの継続的な利上げ観測の後退感からドル売りが進みました。

　今週はある程度のリバウンドも予想されますが、その後、このところの

レジスタンスとなっている111円付近をブレイクしようとする動きが出てくる可能性が

高まってくるように思います。

　ドル円の予想レンジは105円から115円です。

　先週ユーロドルは、FOMCの発表後ドル売りが進む結果となりましたが、

1.14付近のレジスタンスを破れず、再び下落に転じています。

　今週は、レジスタンスブレイクに再びトライする場面もありそうですが、ブレイクできる

可能性は五分五分といった所のように思います。

　一方、ユーロ円は下落トレンド入りする可能性が少し高まっているように思います。

　ユーロ円の予想レンジは123円から128円です。

　ポンド円160円以上をキープできるかどうかで、今後の展開が大きく変わりそうです。

キープできなかった場合は、155円が次のターゲットになりそうです。

　ポンド円の予想レンジは155円から165円です。

　今週は、リスクオンから再びリスクオフに変わってしまうのか、瀬戸際の週となりそうです。

同時に、日本の年度末事情に伴う円買いには注意が必要なように思います。
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